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研究成果の概要（和文）：カトリック宗教改革期にローマ教皇庁ジューリア礼拝堂楽長を務めたジョヴァンニ・
アニムッチャ(c.1520-71)のミサ曲集(ローマ：ドーリコ後継者出版社、1567)は、トリエント公会議で宗教音楽
が議論され、その最終規範が遵守されていた時期に、教皇庁で歌われていたミサ曲を収めたと考えられる。各地
に数多く保存されている1次資料とその写本の受容状況を調査したところ、書き込みや、声部の追加が複数の楽
譜に見つかり、歌詞の聞き取りやすさが重視される特殊な状況が過ぎた後にも歌われていたことが判明した。

研究成果の概要（英文）：Giovanni Animuccia served as magister cantorum in the Cappella Giulia at St.
 Peters during the Catholic Reformation.  His Missarum Liber Primus, which was published by the 
heirs of Dorico in 1567 in Rome, is an example of the music sung in the Vatican immediately after 
the Council ended in 1563.  Corrections and additions are found in some of the primary sources I 
have examined.  This research reveals that Animuccia's masses had been sung for a while after his 
death, at least at St. Peter’s and other institutions in Rome. 
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 カトリック宗教改革時のローマの宗教音
楽に関する研究は、系統的とは言い難い。ト
リエント公会議（1545−63）で音楽について
議論されたり、最終規範が発表されたりした
時期のみならず、その後の改革が推進された
時期までずっと、ローマ教皇庁ジューリア礼
拝堂の楽長であったジョヴァンニ・アニムッ
チャは、最初に研究されるべき作曲家である。
しかし、楽長在職中の 1567 年に出版した代
表作と言うべきミサ曲集ですら、重要性は認
められているものの、研究書はおろか現代譜
も出版されていない。これは、（逆説的であ
るが）16 世紀イタリア音楽界のヒーロー、パ
レストリーナ（1525/26−94）のせいである。 
 カトリック側が自浄化を目指して開催し
たトリエント公会議で「多声音楽が禁止され
そうになったときに、パレストリーナは《教
皇マルチェルスのミサ曲》を作曲し、それを
阻止した」と伝えられる。この時代の宗教音
楽は、模倣様式（輪唱のように、各声部がず
れて歌い出すこと）を用いた 4〜6 声の無伴
奏声楽曲で、歌詞の異なる部分が同時に歌わ
れる。このため、神への祈りである歌詞が聴
き取りにくいとして、多声音楽の禁止が議論
された。音と歌詞の対応に配慮すれば、歌詞
が聴き取りやすいと証明したとされるパレ
ストリーナは、死の直後から神格化され、結
果として同時代の作曲家たちを覆い隠して
しまう。 
 しかし、カトリック宗教改革の非常に重要
な時期にローマ教皇庁の音楽を司っていた
のは、ジョヴァンニ・アニムッチャであった。
彼の宗教曲を研究することで、この時期のロ
ーマの典礼音楽の実像を示し、トリエント公
会議の音楽への影響を解明することが待た
れていた。筆者は、小節線が無く、クワイア
ブック型（図 1参照）で印刷されたアニムッ
チャのミサ曲集を、全声部を揃えたスコアと
して現代譜化し、研研究の第一段階をほぼ終
えている。 
 

 
図 1：アニムッチャのミサ曲集 

 

２．研究の目的 
 カトリック宗教改革（反宗教改革）期にロ
ーマ教皇庁ジューリア礼拝堂楽長を務めた
ジョヴァンニ・アニムッチャ（c.1520-71）
の宗教曲研究を通じて、この時期のローマの
典礼音楽の実像を示し、トリエント公会議の
音楽への影響を解明することを、研究の全体
構想とする。アニムッチャの作品群の中で最
重要と考えられるミサ曲集は、楽長在職中の
1567 年に出版された。重要性は認められてい
るものの、本格的な研究はまだ行われていな
い。現存するミサ曲集の印刷本や手写本の詳
細な調査によって、1563 年に終了したトリエ
ント公会議の規範に沿って作られ、当時、教
皇庁で実際に歌われていたと考えられるミ
サ曲の実像とその受容状況を明らかにする。 
 本研究は、カトリック宗教改革期のローマ
で、作曲家として指導的地位にいたアニムッ
チャが、改革精神を直接反映させたと考えら
れるミサ曲の、世界初の基礎研究となる。ア
ニムッチャのミサ曲集のみならず、本研究で
同時代人パレストリーナの資料も精査・比較
することによって明らかにされる、トリエン
ト公会議との関連を詳述した校訂報告付き
の現代譜は、16 世紀後半のローマで実際に演
奏されていた宗教曲の実像を捉え直し、包括
的な理解を可能にするものである。また、現
存するアニムッチャとパレストリーナのミ
サ曲集のオリジナル楽譜を精査することで、
16 世紀ローマにおける楽譜印刷のプロセス
の一端を解明する手がかりも得られる。 
 
３．研究の方法 
 カトリック宗教改革時のローマの音楽を
解明するために、教皇庁楽長であったアニム
ッチャの、トリエント公会議終了後に出版さ
れたミサ曲集の資料調査を行う。すでに、当
時の印刷本のマイクロフィルムを元に、ミサ
曲集の現代譜化を終了している。しかし、マ
イクロフィルムから得られる情報は限られ
ており、現存するミサ曲集を調査し、学術書
としてふさわしい校訂報告を完成させる必
要があった。また、手写本に残されたアニム
ッチャのミサ曲に関しては、どのような状況
でどのように手写されているか調査しなけ
ればならない。 
 この分野の専門家であるカリフォルニア
大学デイヴィス校学部長のオーエンス教授
と問題点を検討した上で、アニムッチャのミ
サ曲集のオリジナル楽譜の調査を行う。 
 筆者は、5 カ所のミス・プリントに最も興
味を持っていた。この時代の楽譜は、小節線
が使われておらず、各声部が別々に印刷され
ている。このため、音符や休符の活字が 1つ
でも抜けると、その声部はそれ以降の全ての
音符がずれて、他の声部と合わなくなってし
まう。もしもそのミサ曲が実際に歌われてい
たなら、ミス・プリントは訂正されているは
ずである。この修正状態やその他の書き込み、
特に歌詞と音の対応に関する書き込みが無



いかを、注意深く調べる。また、可能なとき
はこれらの施設に所蔵されている数多くの
出版譜の中から、アニムッチャのミサ曲集と
近い時期に出版された、他の作曲家の曲集
（たとえば、1567 年に出版されたパレストリ
ーナのミサ曲集第 2巻や、1570 年の同第 3巻
など）の使用状況も調査する。 
 写本に含まれたアニムッチャのミサ曲は、
まだ誰にも調査・研究されていない。まず、
1567 年の出版譜に含まれた曲であるかどう
かを確認する。印刷譜に含まれたミサ曲の場
合は、印刷譜と詳細に比較し、音の変化、歌
詞の変化、対応の変化、印刷本のミス・プリ
ント箇所の対応などを調査する。また、写本
自体の調査（写本の来歴、アニムッチャの他
にどのような曲がどのような順番で収めら
れているのかなど）、使用状況の調査を行う。
出版譜と異なるミサ曲の場合は、現代譜を作
るためにマイクロフィルム制作を依頼する。
また、アニムッチャのミサ曲だけではなく写
本自体の調査（写本の来歴、アニムッチャの
他にどのような曲がどのような順番で収め
られているのかなど）や使用状況等の調査を
行い、それらの様式や位置づけ（作曲年代の
推定など）を研究する。 
 
４．研究成果 
 １次資料の調査を行ったのは、以下の図書
館である。 
 
1、ジョヴァンニ・アニムッチャのミサ曲集
（ローマ、1567）の 1次資料 
 大英図書館 
 ロンドン大学セナート・ハウス図書館 
 フィレンツェ国立中央図書館 
 ボローニャ国際音楽図書館 
 ヴァティカン図書館（4冊所蔵） 
 カザナテンセ図書館（ローマ、2冊所蔵） 
 サンタ・チェチリア音楽院図書館 
 サン・ジョヴァンニ・イン・ラテラーノ教
会音楽古文書館（ローマ） 
 フランス国立図書館 
 ベルギー王立図書館 
 モデナ古文書館 
計 15 冊 
  
2、ジョヴァンニ・アニムッチャのミサ曲が
含まれる写本 
 ローマ国立中央図書館 
 ヴァティカン図書館 
 ベルリン州立図書館 
 ミュンヘン州立図書館 
 ライプツィヒ州立図書館 
 デンマーク王立図書館 
 
 ジョヴァンニ・アニムッチャのミサ曲集第
1 巻は、トリエント公会議の規範や、公会議
で議論されたものの盛り込まれなかった歌
詞の聞き取りやすさを考慮した改革ミサ曲
が収められている。これらは特殊なミサ曲で

あり、カトリック宗教改革を推進する期間が
過ぎた後は、あまり使用されなくなったと考
えられてきた。しかし、調査により以下のよ
うなことが判明した。 
 
・ 手つかずのような状態で残っている曲

集も多かったが、大小のシミや、ページ
をめくる際についたと考えられる右下
端の汚れ、破れ、その補修など、かなり
使い込んだ状態で残っている曲集もあ
った。 

・ ファクシミリ版では見分けがつかなか
ったが、ミスの多くは茶色っぽいインク
によって非常に丁寧に修正されていた。 

・ ミスがはっきりとわかる修正と、ミスが 
綺麗に削られて正しい音符しかわから
ない修正のような、複数の方法が見られ
る個所もあった。楽譜を販売する前に、
出版社関係者が、全印刷楽譜を同じよう
に訂正するシステムではなかったこと
になる。 

・ ヴァティカン図書館に保存されている 4 
冊のアニムッチャのミサ曲集の中の1冊
には、数音の装飾の追加や、音のぶつか
りを目立たなくするための音符の長さ
の変更など、音楽上の訂正や加筆の書き
込みが見つかった。さらに、4 声のミサ
曲の中で、2 声部が休み 2 声部だけで歌
う部分に、新たな旋律が書き加えられて
いた（譜例 1 参照）。アニムッチャは、
歌詞の聞き取りやすさを狙って2声部だ
けの部分を入れたのであろう。しかし、
2 声部だけでは響きが貧弱なので、歌詞
の聞き取りやすさよりもより豊かな響
きを重視して、新しい声部が加えられた
と考えられる。 

・ ローマのサン・ジョヴァンニ・イン・ラ 
テラーノ教会の古文書館に保存されて
いるミサ曲集にも、ヴァティカンで 1声
部が加えられていたのと同じ2声部部分
に、ヴァティカンの楽譜とは異なる新し
い声部が加えられていた。ここでは 2声
が加えられて、4声部になっていた。  

 

 
譜例 1 アニムッチャのミサ曲集の書き込み  
 
 
 書き込みや、声部の追加が複数の楽譜に見
つかったことで、アニムッチャのミサ曲集の



受容状況が明らかになった。歌詞の聞き取り
やすさが重視される特殊な状況下で作られ
たこれらのミサ曲は、状況が変化した後にも
歌われていたことになる。また、今まで行わ
れたことがなかった、現存する同じ 1次資料
を多数比較する研究により、当時の楽譜印刷
プロセスの一端を解明する可能性が出てき
た。 
 2017 年 3月には、国際音楽学会で「ジョヴ
ァンニ・アニムッチャの『改革』ミサ曲」と
いうタイトルで、口頭発表を行った。アニム
ッチャ独自のテクスチュアなども注目され
たが、特に、同じ部分に２種類の異なる音楽
が追加されていた点が、アメリカやイギリス、
ドイツの研究者たちの関心を引き、発表後に
活発なディスカッションが行われた。中でも、
オリーガン教授（エジンバラ大学）からの、
ヴァティカン図書館所蔵のモラーレスのマ
ニフィカト集の写本にも、同様の声部の追加
があるという指摘や、ブラウナー教授（ウィ
スコンシン大学）の追加声部の筆跡に関する
コメントは、今後の本研究の展開のために、
非常に有益であった。 
 ファクシミリ版のオリジナルとされるロ
ンドン大学図書館のミサ曲集の調査により、
ファクシミリ版の楽譜が不正確であること
が判明した。このファクシミリ版は現在まで
アニムッチャ研究の拠り所となっているだ
けに、詳しい校訂報告付きの正確な現代譜の
出版を急がなければならないことを痛感し
た。 
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